
市立大津市民病院　本館

階　　　　病棟スタッフステーション

入院のご案内入院のご案内
市立大津市民病院

入院日までに必ずお読みください



市立大津市民病院の職員は、患者様の次の権利を順守して日々の医療を行います

1

信頼の絆でつながる、
　　市民とともに歩む健康・医療拠点

基本方針
　「市民の命を守る病院」
　・市民に寄り添い、健康をサポートできる病院
　・24時間 365日、常に安心して受診できる病院
　・広域感染症発生時や大規模災害時などに対応できる病院
　「地域医療を守る病院」
　・患者とともにあり、患者を治し支える病院
　・質の高い医療を提供し、地域のニーズに応える病院
　・予防から緩和までがんに強い病院

専門的知識を深め、洗練された技術で、患者さんの生きる力を引き出し、
寄り添い続ける看護を提供します。

患者の権利綱領（患者様の権利）

看護局理念



入院予定日の変更や取り消しのお問い合わせは、病院代表から各外来へお願いします。
（電話  077-522-4607  平日 8：30～17：15）

入院に関するお問い合わせは、入退院センターまでご連絡をお願いします。
（電話  077-526-5013  平日 8：30～17：15）
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□高額療養費 限度額適用認定証
□介護保険証（要介護認定ある方のみ）

○冬期など季節・気候に応じて、寒さ対策の防寒具(上着や靴下など)をご準備下さい

現在服用されている薬
（担当医にご提示ください）

マスク

下着・靴下

コップ
（割れないもの）

○病院内への電気製品の持ち込みはご遠慮ください。



・携帯電話はマナーモードに設定し、４人部屋での通話はご遠慮ください。

・病状に応じたお食事を準備します。食べにくい、飲み込みにくいなど、お困りのことがあ
りましたら職員にご相談ください。
・食品衛生上、配膳後なるべく早くお召し上がりください。検査などでお食事が遅くなる場
合は、パン、ジャム、ロングライフ牛乳など常温保存可能な専用の軽食を準備します。
・お食事の変更には締め切り時間を設けており、締め切り後の患者さんのご都合による変更
はお受けできません。
・お茶の作り置きはしておりませんので、食事以外で必要な場合は、各自でご用意ください。
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新型コロナウイルス感染拡大防止のため、現在、面会はすべてお断りしております。
荷物の受け渡しについては病棟でご確認ください。
また、入院中は外出、外泊もお断りしております。
ご理解とご協力をお願い致します。

本館1階（コンビニエンスストア内にもATMがあります）

本館1階防災センター出入口横

（イートインスペース含む）

・貴重品や現金は「各床頭台内に設置されている金庫」に入れて鍵をかけ、鍵は身につけて
保管してください。
・金庫及びロッカーの鍵を紛失された場合は、合い鍵作成費用として500円（税込）頂戴致
します。なお、合い鍵作成後、紛失した鍵が発見されても返金対応は致しかねますのでご
注意ください。
・テレビカードは現金と同様です。部屋を離れる際は各自で管理をお願いします。

本館1階、本館6階

本館9階（洗剤はご用意ください）

（7時00分～ 21時00分）（Wi-Fi）

病院として盗難防止に努めておりますが、当院では金品の盗難・紛失に関して責任を負いかね
ますのでご注意ください。



・ 福祉制度や退院後の生活（介護保険、在宅医療、訪問看護の利用など）についての相談は、本館
２階入退院センターまでお申し出ください。

・ 支払い困難が予想される方や健康保険未加入の方は、病棟事務職員にご相談ください。　
・ 病気に対する不安や相談などは、患者相談支援室にお申し出ください。

※退院日は入院費精算書のご提示でも結構です。いずれの場合も防災センターにて無料化処理
をさせていただきます。（駐車場利用証明書と駐車券をお持ちください。）（裏表紙の地図参照）

※病状説明での来院時は、有料となります。

・病室でテレビをご覧になる場合は有料となり、専用のテレビカードが必要です。
（カードに残っている度数は、精算が可能です）

・医療機器及び病院備品について破損された場合、修理その他費用を頂戴する場合がありま
す。

※入院中の駐車場利用はご遠慮ください。やむを得ず駐車を希望される場合は、入院当日に防
災センターまでお申し出ください。（駐車された場合、たとえば10日間の入院期間中継続し
て駐車された場合の料金は、1,000円×10日ー入退院日＝8,000円となります。）
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当院は地域支援病院として、できる限り多くの急性期医療を必要とする患者様や重症の患者様
に、その病状に応じた適切な医療を速やかに受けていただき、地域の医療ニーズに応えることを
使命としています。
患者・家族の皆様におかれましては、次の事項についてご了承の上、ご協力いただきますようお
願いいたします。

患者・家族の皆様へお願い

当院には急性期医療を必要とする重症の救急患者様が多く来院されており、その病状に応じた
適切な医療を速やかに受けていただく必要があります。そのため、入院後においても病室を移動
していただくことがあります。

１）入院当日の状況により、希望された病室に入院できない場合があります。

当院は、救急の重症患者様や急性期疾患の患者様など緊急で重篤な状態にある患者様に、手術
など高度で専門的な医療を提供する病院です。そのため、病状が安定された時点で在宅などへ退
院をしていただけるように、入院早期から退院に向けた支援をさせていただいています。
退院先の相談に関しては先ず、主治医または病棟看護師長までお知らせください。転院・退院調
整担当の看護師・医療ソーシャルワーカーがサポートさせていただきます。

２）入院後、早期から退院・転院のための調整を行わせていただきます。

円滑な退院にご協力をお願いします。
３）当院は、午前10時退院をお願いしております。

病棟、病室の移動及び転院・退院について

※病状により、入院期
間を変更することが
あります

限られたベッドをより多くの患者様がご利用いただけるよう、
ご理解・ご協力をお願いいたします。
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現在服用中のお薬は、他の医療機関で処方されている薬も含め、すべて入院時にご持参くださ
い。お薬は内服薬だけでなく、軟膏、点眼、貼付剤、あるいはサプリメント、健康食品などもお願いし
ます。
また、お薬手帳または保険薬局（調整薬局）で発行しているお薬説明書などをお持ちの方は、入
院時にご持参ください。

１）服用中の薬等・お薬手帳を入院時にご持参ください。

２）入院後、病棟看護師または病棟薬剤師に
　  ご持参いただいたお薬やお薬手帳を、お見せください。

服用中のお薬等について

他の医療機関の受診予約・予定がある方は、必ず事前に病棟スタッフまでお申し出ください。
他の医療機関での処方薬については、主治医にご相談ください。

１）入院日・退院日を含め入院中の当院他科及び、他の医療機関を
　  受診することはお控えください。

入院中の他の医療機関の受診について
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市立大津市民病院では、平成21年4月1日より『DPC対象病院』として厚生労働省の認定
を受けました。このため、入院医療費の計算方法がDPC方式となります。

（詳細は下記の「当院では入院の計算方法にDPC方式を採用しています」をご参照ください。）

（詳細は11ページをご参照ください。）
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院内には、様々な病気で治療されている患者様がおられます。
いわば、病院は、「病気を治療する神聖な場所」であり、「皆が等しく医療を受けられる環境」

でなければなりません。
また、医療は、患者様と医師、看護師等の医療従事者との「信頼関係」により成り立って
います。



 

平成 年 月から高額療養費の上限額が変わりました

地地方方独独立立行行政政法法人人市市立立大大津津市市民民病病院院 医医事事課課

70歳以上の患者様・ご家族の皆様へ

70歳以下の患者様・ご家族の皆様へ

　健康保険には『高額療養費制度』があり、1ヶ月（1日から月末まで）の医療費が一定以上の金額に

なると、自己負担限度額を超えてお支払いされた金額が払い戻されるというものです。

　また、入院などで医療費が高額になる場合には『限度額適用認定証』を健康保険証と伴わせて病院に

ご提示いただくことで、医療費のお支払いを自己負担限度額までに抑えることができます。

『限度額適用認定証』は申請が必要です。

　保険者によっては期間を遡っての交付がされない場合があるので、入院が決まった場合には早めの

申請をおすすめします。

　※申請に必要な書類や申請方法はご加入の健康保険により異なりますので、詳しくはご加入の健康保険へ

　　お問合せください。

　※限度額は所得状況により異なります。

　※申請が不必要な場合や該当されない場合もありますので、事前にご加入の健康保険へお問合せください

　※保険外負担（食事代、差額ベッド代、文書料など）の費用は高額療養費制度の対象外となります。

限度額適用認定証の申請についてのお問合せ窓口

　●健康保険組合、全国健康保険協会、共済組合、国民健康保険組合にご加入の方は、ご加入の保険者まで

　●国民健康保険にご加入の方は、お住まいの市区町村の担当窓口まで

　●後期高齢者医療制度の方は、お住まいの市区町村または都道府県の後期高齢者医療広域連合まで

限度額適用認定証の提示期限にご注意下さい！！

ご入院された月の翌月５日までに当院へ『限度額適用認定証』のご提示がない場合は、ご入院された月の

『限度額適用認定証』を使用したお支払いができません。『限度額適用認定証』の使用ができない場合は、

当該月の医療費をお支払いしていただいた後に、ご自身で各保険者に『高額療養費制度』の請求（還付手続

き）を行なってください。なお、『限度額適用認定証』が使用できない場合、医療費が高額になる可能性が

ありますのでご了承ください。

※各保険者での限度額適用認定証の交付に時間を要する場合がございます。

　入院が決まった場合には、早めの申請をおすすめします。

　所得区分が『現役並みⅠ』または『現役並みⅡ』の方は、健康保険証・高齢受給者証・限度額適用認定証の

3点を病院に提示することで、自己負担限度額までのお支払いとなります。

『限度額適用認定証』は申請が必要です。

　※『一般』または『現役並みⅢ』の所得区分の方は、『限度額適用認定証』は発行されません。

　※住民税非課税世帯の方は、従来どおり『限度額適用・標準負担額減額認定証』が発行されます。

他に不明点やご相談等ございましたら、2階　医事課　①番保険証確認窓口にお尋ねください。
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①第1駐車場入口　②第2駐車場入口

（詳しい料金体系は本誌5ページ、ホームページ等でご確認ください。）

P

P

別館棟消化器内視鏡
センター

放射線治療棟
リハビリ
庭園

防災センター
入り口②

①

正面玄関

附属棟管理棟

第2駐車場

第1駐車場

本館棟

感染症ER感染症ER

総合案内・受付・会計・外来フロア
中央処置室・看護専門外来

入退院センター・患者相談支援室

放射線部・地域医療連携室
ERおおつ・薬剤部・コンビニ（売店・軽食）

訪問看護ステーション
リハビリテーション部
RI検査室・理容室・栄養指導室




